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開
催
に
あ
た
っ
て

　
私
た
ち
の
ふ
る
さ
と
富
山
県
は
、
来
年
、
置
県
百
四
十
年
を
迎
え
ま
す
。
明
治
四
年
の
廃
藩
置
県
に
よ
っ
て
誕
生
し
た
富
山
県
は
、
そ
の
後
、
三

回
に
わ
た
る
県
域
変
更
や
石
川
県
へ
の
編
入
を
経
て
、
明
治
十
六
年
に
よ
う
や
く
現
在
と
同
じ
県
域
を
持
つ
新
生
富
山
県
と
し
て
誕
生
し
ま
し
た
。

こ
の
富
山
県
の
初
代
県
令
に
任
命
さ
れ
た
の
は
、
長
州
藩
出
身
の
国
重
正
文
で
し
た
。

　
今
回
の
企
画
展
で
は
、
富
山
県
設
置
に
い
た
る
経
緯
を
ふ
ま
え
な
が
ら
、
国
重
正
文
が
在
任
し
た
明
治
十
六
年
五
月
か
ら
明
治
二
十
一
年
十
月
ま

で
の
五
年
六
か
月
に
ス
ポ
ッ
ト
を
あ
て
ま
す
。
国
重
正
文
が
幕
末
以
来
の
人
的
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
や
実
務
経
験
を
生
か
し
、
分
県
直
後
の
喫
緊
の
課
題

で
あ
っ
た
治
水
・
土
木
等
の
イ
ン
フ
ラ
整
備
、
教
育
、
防
疫
な
ど
に
取
り
組
み
、
富
山
県
政
の
黎
明
期
の
礎
を
築
い
た
様
子
を
紹
介
し
ま
す
。

　
こ
れ
を
機
会
と
し
て
郷
土
の
歴
史
の
一
端
に
触
れ
、
公
文
書
館
所
蔵
史
資
料
へ
の
関
心
を
高
め
て
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

　
今
回
の
企
画
展
を
開
催
す
る
に
あ
た
っ
て
、
多
く
の
方
々
や
機
関
か
ら
ご
協
力
や
ご
教
示
を
賜
り
ま
し
た
。
こ
こ
に
ご
芳
名
を
記
し
て
感
謝
の
意

を
表
し
ま
す
。

　
国
立
公
文
書
館
　
国
立
国
会
図
書
館
　
山
口
県
文
書
館
　
富
山
県
立
図
書
館
　
富
山
県 

立
山
カ
ル
デ
ラ
砂
防
博
物
館

　
富
山
県
立
富
山
高
等
学
校
　
富
山
県
映
像
セ
ン
タ
ー
　
黒
部
市
教
育
委
員
会
　
入
善
町
教
育
委
員
会

　
富
山
市
立
老
田
小
学
校
　
富
山
市
立
堀
川
小
学
校
　

　
海
内
宏
憲
（
富
山
市
）　
貴
堂
巌
（
富
山
市
）　
笹
川
武
（
小
矢
部
市
）　
羽
馬
美
代
子
（
南
砺
市
）　
広
野
禎
介
（
富
山
市
）

　
本
多
満
（
富
山
市
）　
河
尻
裕
巳
（
岐
阜
県
）　
西
坊
義
信
（
滋
賀
県
）　
古
畑
弘
子
（
東
京
都
）

　
　
　 

　（
順
不
同
敬
称
略
）

　
　
令
和
四
年
九
月

　
　 

　
富
山
県
公
文
書
館
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は
じ
め
に

　

富
山
県
は
、
来
年
五
月
九
日
に
置
県
百
四
十
年
の
節
目
を
迎
え
る
。
明
治
四
年

（
一
八
七
一
）
の
廃
藩
置
県
に
よ
っ
て
誕
生
し
た
富
山
県
は
、
そ
の
後
、
三
回
に
わ

た
る
県
域
の
変
更
や
石
川
県
へ
の
編
入
を
経
て
、
明
治
十
六
年
（
一
八
八
三
）
五
月

に
よ
う
や
く
現
在
と
同
じ
姿
の
新
生
富
山
県
と
し
て
誕
生
し
た
。
こ
の
時
、
初
代
県

令
に
任
命
さ
れ
た
の
は
国
重
正
文
で
あ
っ
た
。
国
重
は
、
戦
前
の
官
選
知
事
と
し
て

は
最
長
と
な
る
五
年
六
か
月
の
間
、
富
山
県
令
・
知
事
を
務
め
た
。

　

今
回
の
企
画
展
は
、
富
山
県
の
設
置
に
い
た
る
経
緯
を
ふ
ま
え
、
富
山
県
政
の
出

発
点
、
す
な
わ
ち
初
代
県
令
国
重
正
文
が
在
任
し
た
明
治
十
六
年
（
一
八
八
三
）
五

月
か
ら
明
治
二
十
一
年
（
一
八
八
八
）
十
月
ま
で
の
五
年
六
か
月
に
ス
ポ
ッ
ト
を
あ

て
た
も
の
と
し
た
。
国
重
正
文
が
、
幕
末
以
来
の
人
的
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
や
豊
か
な
実

務
経
験
を
生
か
し
て
、
分
県
直
後
の
喫
緊
の
課
題
で
あ
っ
た
治
水
・
土
木
等
の
イ
ン

フ
ラ
整
備
、
教
育
、
防
疫
等
に
い
か
に
対
応
し
、
富
山
県
政
の
黎
明
期
の
礎
を
築
い

て
い
っ
た
か
を
紹
介
し
て
い
き
た
い
。

一　

富
山
県
が
で
き
る
ま
で

　

慶
応
三
年
（
一
八
六
七
）
十
月
、
十
五
代
将
軍
徳
川
慶
喜
の
大
政
奉
還
に
よ
り
、

江
戸
幕
府
に
よ
る
全
国
支
配
が
終
焉
し
た
。
先
に
尊
王
攘
夷
派
を
処
分
し
て
い
た
加

賀
藩
や
宗
藩
の
加
賀
藩
に
追
従
し
た
富
山
藩
は
、
当
初
は
佐
幕
的
な
立
場
を
と
っ
た

が
、
同
四
年
一
月
の
鳥
羽
・
伏
見
の
戦
い
で
の
旧
幕
府
軍
の
敗
北
を
契
機
に
朝
廷
側

に
つ
き
、
朝
敵
と
な
る
こ
と
を
免
れ
た
。
官
軍
が
江
戸
に
向
け
て
進
発
す
る
中
、
北

陸
道
に
お
い
て
、
加
賀
藩
・
富

山
藩
は
、
奥
羽
越
列
藩
同
盟
に

属
し
た
長
岡
藩
へ
出
兵
す
る
こ

と
を
新
政
府
よ
り
求
め
ら
れ
、

北
越
戦
争
に
官
軍
と
し
て
参
戦

し
た
。

　

新
政
府
は
、
戊
辰
戦
争
を
遂

行
す
る
一
方
、
諸
藩
の
力
を
削

ぎ
、
強
固
な
中
央
集
権
国
家
を
建
設
す
る
た
め
の
施
策
を
進
め
た
。
ま
ず
、
慶
応
四

年
閏
四
月
、政
体
書
の
発
布
に
よ
り
府
・
藩
・
県
の
三
治
制
を
敷
き
、同
年
十
月
に
「
藩

治
職
制
」
を
定
め
、
旧
来
の
門
閥
世
襲
の
家
老
制
度
に
換
え
、
執
政
・
参
政
な
ど
を

置
く
こ
と
と
し
た
。
こ
れ
に
な
ら
い
、
加
賀
藩
・
富
山
藩
と
も
に
職
制
改
革
を
実
施

し
、
富
山
藩
で
も
、
執
政
・
参
政
が
設
置
さ
れ
た
。

　

さ
ら
に
明
治
二
年
（
一
八
六
九
）、
中
央
集
権
体
制
の
確
立
を
目
指
す
新
政
府
は
、

各
藩
の
土
地
・
人
民
を
朝
廷
に
返
還
さ
せ
る
版
籍
奉
還
を
実
施
し
た
。
同
年
一
月
に

領
地
と
領
民
の
返
還
の
建
白
を
行
っ
た
薩
摩
・
長
州
・
土
佐
・
肥
前
の
藩
主
に
な
ら
っ

て
、
加
賀
藩
主
前
田
慶よ
し

寧や
す

は
、
同
年
二
月
に
版
籍
奉
還
を
朝
廷
に
願
い
出
て
お
り
、

三
月
に
は
富
山
藩
主
前
田
利と
し

同あ
つ

も
版
籍
奉
還
の
上
表
を
行
っ
た
。
六
月
二
十
五
日
、

二
六
二
藩
の
版
籍
奉
還
が
勅
許
さ
れ
た
。
こ
の
と
き
、
旧
藩
主
は
知
藩
事
に
任
命
さ

れ
、
家
禄
を
現
石
の
十
分
の
一
と
定
め
ら
れ
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
藩
政
と
知
事
家
禄

の
経
済
が
分
別
さ
れ
、
藩
政
に
対
す
る
政
府
の
管
理
が
強
化
さ
れ
て
い
っ
た
。
富
山

藩
は
、
越
中
国
内
の
う
ち
富
山
町
と
婦
負
郡
及
び
新
川
郡
の
一
部
か
ら
な
る
小
さ
な

藩
で
、
新
川
郡
や
砺
波
郡
・
射
水
郡
な
ど
現
在
の
県
域
の
大
部
分
は
、
加
賀
藩
領
で

あ
っ
た
。

最後の富山藩主　前田利同
（『置県百年　富山県』）

富
山
藩
と
版
籍
奉
還
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明
治
四
年
（
一
八
七
一
）
七
月
十
四
日
、
新
政
府
は
、
藩
を
廃
し
て
府
県
と
す
る

廃
藩
置
県
を
断
行
し
た
。
知
藩
事
は
免
官
の
上
、
東
京
居
住
が
命
じ
ら
れ
、
新
た
に

設
置
さ
れ
た
県
に
は
中
央
政
府
か
ら
県
令
が
派
遣
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
こ
れ
に

よ
り
旧
富
山
藩
は
富
山
県
と
な
っ
た
が
、

こ
の
後
、
三
回
に
わ
た
る
県
域
変
更
を
経

る
こ
と
と
な
っ
た
。
廃
藩
置
県
以
降
、
新

生
富
山
県
誕
生
に
至
る
ま
で
の
県
域
の
変

遷
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

①
明
治
四
年
七
月　

富
山
県
・
金
沢
県
・

大
聖
寺
県
を
設
置
（
全
国
で
三
府

三
〇
二
県
）。

②
明
治
四
年
十
一
月　

富
山
・
金
沢
・
大

聖
寺
の
三
県
を
廃
し
、
新
川
・
金
沢
・

七
尾
の
三
県
を
設
置
。
射
水
郡
は
七
尾

県
の
管
轄
（
三
府
七
二
県
）。

③
明
治
五
年
九
月　

七
尾
県
を
廃
し
、
射

水
郡
は
新
川
県
に
編
入
。

④
明
治
九
年
四
月　

新
川
県
を
廃
し
、
石

川
県
に
編
入
。
同
年
八
月　

越
前
七
郡

も
石
川
県
に
編
入
さ
れ
「
大
石
川
県
」

が
成
立
（
三
府
三
五
県
）。

　

廃
藩
置
県
の
動
き
の
中
で
、

最
も
府
県
の
統
合
が
進
ん
だ
の

が
明
治
九
年
（
一
八
七
六
）
実

施
の
第
二
次
府
県
統
合
で
あ
っ

た
。
そ
の
目
的
は
、
府
県
統
合

を
進
め
る
こ
と
に
よ
る
各
府
県

へ
の
国
庫
支
出
金
の
削
減
で

あ
っ
た
。
し
か
し
、
こ
の
統
合

に
よ
っ
て
発
足
し
た
県
の
中
に
は
、
地
域
間
対
立
や
地
理
的
要
件
の
不
一
致
な
ど
の

問
題
を
抱
え
た
例
が
し
ば
し
ば
み
ら
れ
た
。
越
中
全
域
が
編
入
さ
れ
た「
大
石
川
県
」

も
、
そ
う
し
た
県
の
ひ
と
つ
で
あ
っ
た
。

　

同
十
三
年
、
政
府
は
「
地
方
税
規
則
」
を
改
正
し
て
、
翌
十
四
年
か
ら
の
土
木

費
・
教
育
費
の
国
庫
補
助
廃
止
を
決
定
し
た
。
そ
の
た
め
、
土
木
費
の
支
出
に
よ
る

受
益
区
域
は
限
定
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
、
石
川
県
会
で
は
議
員
の
対
立
を
生
む
こ
と

に
な
っ
た
。
道
路
改
修
を
優
先
し
た
い
加
賀
・
能
登
の
議
員
と
長
年
水
害
に
悩
ま
さ

れ
河
川
改
修
の
優
先
を
主
張
す
る
越
中
の
議
員
の
間
で
折
合
い
が
つ
か
ず
、
次
第
に

越
中
側
の
不
満
が
高
ま
っ
て
い
っ
た
。

　

そ
う
し
た
中
、越
中
で
は
ま
ず
、明
治
十
四
年
十
二
月
に
石
埼
謙
が「
分
県
建
白
書
」

を
元
老
院
に
提
出
し
た
。
石
埼
は
天
保
十
三
年
（
一
八
四
二
）、砺
波
郡
小お
じ
ま島

村
（
現
、

砺
波
市
小
島
）
の
村
役
人
の
家
に
生
ま
れ
、
明
治
十
四
年
当
時
、
司
法
省
の
属
官
で

あ
っ
た
。
石
埼
は
、
全
国
各
地
で
起
こ
っ
て
い
た
分
県
運
動
の
流
れ
に
の
り
、
富
山

県
を
設
立
す
る
た
め
の
「
分
県
建
白
書
」
を
元
老
院
に
提
出
し
た
。

　

ま
た
、
石
川
県
か
ら
富
山
県
を
分
離
さ
せ
る
分
県
運
動
は
、
自
由
民
権
運
動
と
も

米澤紋三郎
（富山県公文書館蔵）

分
県
運
動
と
自
由
民
権
運
動
の
高
ま
り

廃
藩
置
県
と
県
域
の
変
遷

①明治４年７月

富山県

射水郡

新川県

金沢県

金沢県
金沢県新川県

石川県

石川県

七尾県

大聖寺県

②明治４年11月 ③明治５年９月④明治９年８月 

県域の変遷
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連
動
し
て
い
た
。
地
方
自
治
の
確
立
を
目
指
す
中
、
越
中
で
の
分
県
運
動
の
中
心
と

な
っ
た
の
は
、
越
中
自
治
党
や
改
進
党
系
の
入
江
直
友
、
米
澤
紋
三
郎
、
横
山
隆
通
、

大
橋
十
右
衛
門
、
田
村
惟こ
れ

昌ま
さ

、
島
田
孝
之
、
そ
し
て
藤
井
能
三
ら
で
あ
っ
た
。
同

十
五
年
の
夏
に
は
越
中
の
町
村
有
志
代
表
五
十
余
名
が
富
山
町
に
集
ま
っ
て
分
県
を

請
願
し
、
彼
ら
の
投
票
に
よ
っ
て
米
澤
が
委
員
長
、
入
江
が
副
委
員
長
に
選
出
さ
れ

た
。
二
人
は
直
ち
に
上
京
し
、
米
澤
が
起
草
し
た
「
分
県
之
建
白
」
を
内
務
卿
山
田

顕
義
に
提
出
す
る
た
め
太
政
官
府
に
日
参
す
る
こ
と
二
か
月
の
苦
労
を
経
て
、
三
条

実
美
・
岩
倉
具
視
に
謁
見
し
た
。

　

全
国
的
に
民
権
運
動
が
盛
り
上
が
る
中
、
明
治
十
五
年
、
内
務
省
で
一
八
府
県
の

分
合
案
が
取
り
上
げ
ら
れ
、
十
二
月
一
日
の
参
事
院
総
会
で
は
富
山
・
松
本
・
佐
賀
・

宮
崎
の
四
県
の
分
立
が
妥
当
で
あ
る
こ
と
が
報
告
さ
れ
、
最
終
的
に
は
、
富
山
・
佐

賀
・
宮
崎
の
三
県
に
し
ぼ
ら
れ
た
。

　

明
治
政
府
が
、
富
山
県
を
含
む
三
県
の
分
県
を
認
め
る
こ
と
に
な
っ
た
理
由
に
つ

い
て
は
、
前
述
の
よ
う
な
地
元
で
の
運
動
の
成
果
が
し
ば
し
ば
強
調
さ
れ
る
が
、
そ

こ
に
は
も
ち
ろ
ん
当
時
の
中
央

政
府
の
政
治
的
な
意
向
が
働
い

て
い
た
。

　

各
地
で
分
県
運
動
が
盛
ん
に

行
わ
れ
て
い
た
頃
、
中
央
で
は

明
治
十
四
年
の
政
変
に
よ
っ
て

薩
長
を
中
心
と
す
る
政
権
が
誕

生
し
、
国
会
開
設
の
詔
が
発
布

さ
れ
た
。
こ
の
時
、
太
政
官
に

参
事
院
が
設
け
ら
れ
、
伊
藤
博

文
が
議
長
と
な
っ
た
。
参
事
院

は
地
方
制
度
に
強
い
権
限
を

持
っ
て
い
た
。
地
方
行
政
に
深

い
関
わ
り
の
あ
る
大
蔵
卿
に
は

松
方
正
義
、
内
務
卿
に
は
山
田

顕
義
が
就
任
し
た
。
政
府
が
特

に
注
目
し
て
い
た
の
は
佐
賀
の
分
県
運
動
で
あ
っ
た
が
、
こ
れ
に
つ
い
て
過
度
な
配

慮
が
為
さ
れ
た
と
み
ら
れ
る
こ
と
を
避
け
る
べ
く
、
人
口
や
税
収
等
で
条
件
に
か
な

う
と
い
う
こ
と
で
、
同
時
期
に
分
県
運
動
が
行
わ
れ
て
い
た
富
山
と
宮
崎
の
分
県
も

可
能
に
な
っ
た
と
い
う
見
方
が
あ
る
。

　

佐
賀
に
関
し
て
は
、
明
治
七
年
（
一
八
七
四
）
に
参
議
を
辞
し
帰
郷
し
て
い
た
江

藤
新
平
ら
に
よ
っ
て
佐
賀
の
乱
が
起
こ
り
、
同
十
四
年
の
政
変
の
際
に
は
、
佐
賀
藩

出
身
で
参
議
で
あ
っ
た
大
隈
重
信
が
政
府
か
ら
追
放
さ
れ
て
い
た
。
参
議
で
元
佐
賀

藩
士
の
大
木
喬た
か

任と
う

は
、
佐
賀
の
長
崎
県
か
ら
の
分
県
を
熱
心
に
訴
え
て
い
た
が
、
政

府
と
し
て
も
こ
れ
以
上
佐
賀
出
身
の
要
人
を
離
脱
さ
せ
る
わ
け
に
は
い
か
ず
、
佐
賀

を
重
要
視
す
る
必
要
が
あ
っ
た
。

　

宮
崎
は
当
時
、
鹿
児
島
県
の
一
部
と
さ
れ
て
い
た
た
め
、
西
南
戦
争
で
は
戦
場
と

な
り
大
き
な
被
害
を
蒙
っ
た
。
西
南
戦
争
後
、県
庁
の
あ
る
鹿
児
島
か
ら
遠
い
こ
と
、

予
算
配
分
が
旧
薩
摩
よ
り
少
な
い
こ
と
な
ど
の
理
由
に
よ
り
、
宮
崎
の
分
県
を
望
む

声
が
高
ま
っ
て
い
た
。
山
田
は
こ
れ
に
対
し
、
分
県
に
つ
い
て
は
県
会
を
通
し
て
願

い
出
る
よ
う
に
通
達
し
た
。
と
こ
ろ
が
、
鹿
児
島
県
会
で
は
三
党
が
対
立
し
て
い
た

こ
と
も
あ
っ
て
、
分
県
建
議
案
が
す
ぐ
に
は
通
ら
な
か
っ
た
。

松方正義
（国立国会図書館「近代日本人の肖像」より）

山田顕義
（国立国会図書館「近代日本人の肖像」より）

分
県
運
動
の
政
治
的
背
景
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富
山
に
関
し
て
政
府
は
、
同
十
五
年
に
「
石
川
県
県
治
改
革
」
と
題
す
る
上
申
書

を
明
治
天
皇
に
提
出
し
た
。
こ
れ
は
石
川
県
の
大
改
革
が
必
要
で
あ
る
こ
と
を
訴
え

る
も
の
で
あ
っ
た
。
同
十
一
年
に
大
久
保
利
通
が
島
田
一
郎
ら
石
川
県
不
平
士
族
に

よ
り
暗
殺
さ
れ
た
紀
尾
井
坂
の
変
も
あ
り
、
政
府
に
と
っ
て
石
川
県
は
厄
介
な
「
難

治
県
」
と
捉
え
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

　

一
方
で
、
同
十
五
年
十
月
に
公
布
さ
れ
た
「
売
薬
印
紙
税
規
則
」
に
よ
っ
て
、
越

中
か
ら
は
政
府
に
巨
額
の
印
紙
税
が
納
め
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
。
緊
縮
財
政

を
進
め
て
い
た
大
蔵
卿
松
方
正
義
は
、
分
県
に
と
も
な
う
財
源
の
出
所
を
懸
念
し
て

い
た
が
、
こ
の
税
収
に
よ
っ
て
、
富
山
の
分
県
に
必
要
と
さ
れ
る
財
源
が
ま
か
な
え

る
見
込
み
が
立
っ
た
こ
と
も
背
景
に
あ
っ
た
。

二　

富
山
県
の
誕
生

　

明
治
十
六
年
（
一
八
八
三
）

五
月
九
日
の
太
政
官
令
第
十
五

号
に
よ
り
、
石
川
県
か
ら
の
分

県
が
実
現
し
、
新
生
富
山
県
が

誕
生
し
た
。
県
庁
は
富
山
城
趾

に
設
置
さ
れ
た
。
ま
た
、
県
会

議
員
の
改
選
手
続
き
が
取
ら

れ
、
同
年
七
月
に
は
県
会
議

員
選
挙
が
行
わ
れ
た
。
選
挙
の
結
果
、
米
澤
紋
三
郎
、
田
村
惟
昌
、
島
田
孝
之
ら

二
十
二
名
が
県
会
議
員
と
な
っ
た
。
分
県
後
初
の
県
会
は
、
同
年
八
月
十
七
日
、
富

山
師
範
学
校
の
講
堂
を
借
り
て
開
会
さ
れ
た
。
初
代
県
会
議
長
に
は
、
武
部
尚ひ
さ

志ゆ
き

が

選
出
さ
れ
た
。（「
明
治
十
六
年
八
月
富
山
県
臨
時
会
議
事
録
」）

　

と
こ
ろ
で
、
石
川
県
か
ら
分
県
さ
れ
た
と
は
い
え
、
当
時
の
官
吏
に
は
い
ま
だ
石

川
県
出
身
者
が
多
く
登
用
さ
れ
て
い
た
。郡
長
五
名
中
、三
名
は
石
川
県
出
身
で
あ
っ

た
。県
庁
と
警
察
本
署
の
職
員
も
富
山
県
出
身
者
が
二
十
四
名
で
あ
っ
た
の
に
対
し
、

石
川
県
出
身
者
は
九
十
七
名
と
ほ
ぼ
四
倍
で
あ
っ
た
。
富
山
藩
士
族
の
堀
田
春
秋
は

意
見
書
を
県
に
提
出
し
て
、
金
沢
人
と
越
中
人
と
の
確
執
が
懸
念
さ
れ
、
こ
の
ま
ま

で
は
せ
っ
か
く
の
分
県
が
無
意
味
に
な
る
と
訴
え
て
、
是
非
と
も
地
元
の
人
を
登
用

し
て
ほ
し
い
と
願
い
出
た
。
当
時
、
金
沢
の
人
び
と
と
富
山
の
人
び
と
と
の
関
係
は

江
戸
時
代
の
加
賀
藩
と
富
山
藩
の
関
係
を
引
き
ず
っ
て
お
り
、
そ
の
関
係
が
分
県
後

も
続
く
こ
と
が
懸
念
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

　

県
令
（
明
治
十
九
年
七
月
よ
り
県
知
事
）
に
は
、
京
都
府
大
書
記
官
で
あ
っ
た
国

初代県会議長　武部尚志
（富山県公文書館蔵）

　

明
治
四
年
（
一
八
七
一
）
七
月
の
廃
藩
置
県
で
富
山
藩
が
富
山
県
と
な
る

と
、
藩
庁
跡
で
あ
る
富
山
城
の
旧
本
丸
御
殿
が
県
庁
に
あ
て
ら
れ
た
。
廃
城
の

際
、
藩
主
の
居
住
空
間
で
あ
る
「
奥
向
き
」
は
取
り
壊
さ
れ
た
の
で
、
県
庁
と

し
て
使
用
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
の
は
「
表
向
き
」
部
分
の
み
で
あ
っ
た
。
同

年
十
一
月
、
新
川
県
が
発
足
し
た
際
に
は
県
庁
は
魚
津
町
に
移
さ
れ
た
が
、
明

治
六
年
九
月
に
は
富
山
城
趾
が
新
川
県
庁
と
な
っ
た
。
だ
が
、
同
九
年
に
新
川

県
が
石
川
県
に
編
入
さ
れ
、
富
山
城
趾
は
石
川
県
富
山
支
庁
と
な
り
、
同
十
一

年
に
は
上
新
川
郡
役
所
が
仮
設
さ
れ
た
。
そ
し
て
同
十
六
年
、
新
生
富
山
県
が

設
置
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
富
山
城
趾
は
晴
れ
て
再
び
富
山
県
庁
と
な
っ
た
の

で
あ
る
。

コ
ラ
ム

二
転
三
転
し
た
富
山
城
趾
の
位
置
付
け
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重
正
文
が
赴
任
し
た
。
国
重
は
、
石
川
県
庁
色
の
強
い
県
庁
に
、
京
都
府
か
ら
即
戦

力
と
な
る
二
十
五
名
の
職
員
を
新
た
に
招
聘
し
、
新
生
富
山
県
の
県
政
に
取
り
組
ん

だ
。
国
重
県
令
・
知
事
時
代
に
お
け
る
県
政
の
特
色
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
る
に
あ

た
り
、
ま
ず
国
重
正
文
の
富
山
県
令
着
任
以
前
の
経
歴
を
概
観
し
て
お
き
た
い
。

三　

国
重
時
代
の
県
政

１　

国
重
氏
に
つ
い
て

　

国
重
氏
は
甲
斐
源
氏
武
田
氏
の
庶
流
で
、
安
芸
国
の
守
護
職
で
あ
っ
た
武
田
氏
の

一
族
と
伝
え
ら
れ
る
。
関
ヶ
原
の
戦
い
の
後
、
移
封
さ
れ
た
毛
利
氏
に
従
っ
て
長
門

国
へ
移
り
、
萩
城
下
町
の
一
隅
に
居
を
構
え
た
。
萩
は
、
い
ず
れ
も
阿
武
川
の
分
流

で
あ
る
松
本
川
と
橋
本
川
に
囲
ま
れ
た
三
角
州
の
沼
沢
の
上
に
形
成
さ
れ
た
城
下
町

で
、
常
に
洪
水
の
危
険
が
あ
っ
た
。

　

国
重
正
文
は
、
萩
城
下
の
土ひ
じ
は
ら原

馬
場
町（
現
、
山
口
県
萩
市
）に
お
い
て
天
保
十
一

年
（
一
八
四
〇
）
十
月
に
誕
生
し
た
。
は
じ
め
徳
次
郎
、
次
い
で
篤
次
郎
と
名
乗
り
、

明
治
五
年（
一
八
七
二
）

頃
以
降
、
正
文
と
称
し

た
。
正
文
の
生
家
は
萩

藩
に
お
け
る
中
の
上
ク

ラ
ス
の
家
臣
で
構
成
さ

れ
た
大
組
に
属
し
、
家

禄
は
二
〇
〇
石
七
斗
余

で
あ
っ
た
。

２　

藩
校
明
倫
館
と
嚶お
う
め
い鳴
社
で
の
研
鑽

　

国
重
は
、
長
州
藩
の
藩
校
明
倫
館
で
学
ん
だ
。
十
八
歳
の
時
、
当
時
の
家
老
の
一

人
、
益ま
す
だ田

親ち
か
の
ぶ施

よ
り
、
時
局
に
適
応
し
た
藩
の
あ
る
べ
き
政
務
・
対
策
の
あ
り
方
を

課
題
と
し
て
与
え
ら
れ
た
際
に
、
痛
烈
に
藩
政
を
批
判
し
た
答
案
を
提
出
し
た
。
ま

た
、
藩
政
改
革
派
の
リ
ー
ダ
ー
周す

ふ布
政ま
さ
の
す
け

之
助
が
主
催
し
た
嚶
鳴
社
に
も
参
加
し
た
。

嚶
鳴
社
は
、
歴
史
を
学
び
時
局
を
語
る
私
塾
で
あ
っ
た
。
吉
田
松
陰
が
主
催
し
た
松

下
村
塾
と
は
、
そ
れ
ぞ
れ
に
属
す
る
塾
生
同
士
が
ラ
イ
バ
ル
視
す
る
と
い
う
関
係
に

あ
っ
た
。
し
か
し
国
重
は
、
吉
田
松
陰
か
ら
山
鹿
流
兵
法
の
教
授
を
受
け
る
べ
く
起

請
文
を
提
出
し
た
と
い
う
記
録
が
あ
り
、
松
陰
の
学
問
に
も
関
心
が
あ
っ
た
こ
と
が

う
か
が
わ
れ
る
。
ま
た
、
交
流
の
あ
っ
た
桂
小
五
郎
（
木
戸
孝
允
）
を
通
じ
て
松
陰

の
影
響
を
受
け
て
い
た
と
推
察
さ
れ
る
。

３　

尊
王
攘
夷
派
志
士
と
し
て

　

国
重
は
、
国
学
者
平
田
篤
胤
の
影
響
を
受
け
、
尊
王
攘
夷
運
動
に
参
加
し
て
い
た
。

後
に
江
戸
に
出
府
し
、
儒
学
者
安
井
息そ
っ
け
ん軒

の
三
計
塾
で
全
国
六
十
一
か
国
か
ら
集

ま
っ
た
塾
生
と
激
論
を
交
わ
し
た
と
さ
れ
る
。
京
都
の
池
田
屋
事
件
の
際
に
は
、
近

藤
勇
率
い
る
新
撰
組
に
襲
わ
れ
た
者
の
中
に
含
ま
れ
て
い
た
と
い
う
。
こ
の
と
き
、

国
重
は
桂
小
五
郎
と
と
も
に
逃
亡
し
た
と
、
後
裔
で
あ
る
三
井
寺
坊
門
家
の
西
坊
家

に
口
伝
さ
れ
て
い
る
。

４　

長
州
藩
役
人
、
藩
の
交
渉
役
と
し
て

　

成
人
後
の
国
重
は
、
物
頭
、
目
付
役
と
な
り
、
若
く
し
て
萩
城
下
町
を
そ
の
領
域

に
含
む
当
島
の
宰さ
い
ば
ん判
（
長
州
藩
に
お
け
る
郷
村
支
配
単
位
）
の
代
官
、
蔵
元
役
、
吉

田
宰
判
の
代
官
な
ど
藩
内
地
方
行
政
の
責
任
者
に
任
じ
ら
れ
た
。
一
方
で
国
重
は
、

「国重徳次郎日記」
(毛利家文庫　山口県文書館蔵)

国
重
正
文
の
経
歴
―
長
州
藩
士
時
代
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慶
応
元
年
（
一
八
六
五
）
に
結
成
さ
れ
た
毛
利
家
上
士
層
か
ら
な
る
干か
ん
じ
ょ
う城
隊
御
用
掛

の
一
員
と
な
っ
た
。
下
関
事
件
の
際
に
は
長
州
藩
の
交
渉
役
を
命
じ
ら
れ
、
第
一
次

長
州
征
討
後
に
は
幕
府
目
付
永
井
尚な
お

志ゆ
き

と
長
州
藩
交
渉
役
宍し
し
ど戸

璣た
ま
きが

広
島
で
応
接
し

た
際
に
は
楫か
と
り取

素も
と
ひ
こ彦

（
吉
田
松
陰
の
妹
婿
）
と
と
も
に
使
者
を
藩
主
か
ら
命
じ
ら
れ

る
な
ど
、
幕
末
の
長
州
藩
の
さ
ま
ざ
ま
な
場
面
で
藩
の
交
渉
役
を
務
め
た
。

　

明
治
維
新
後
、
東
京
遷
都
以
降
の
京
都
府
の
衰
退
は
著
し
く
、
京
都
府
の
盛
衰
は

新
政
府
の
試
金
石
と
み
な
さ
れ
た
。
そ
の
た
め
、
各
藩
か
ら
俊
英
が
選
ば
れ
て
派
遣

さ
れ
た
。
政
府
は
、
初
代
京
都
府
知
事
に
公
卿
の
長
老
で
あ
っ
た
長な
が
た
に谷

信の
ぶ
あ
つ篤

を
任
命

し
た
。
京
都
で
は
と
く
に
長
州
藩
閥
の
影
響
力
が
強
か
っ
た
が
、
実
務
に
疎
い
長

谷
府
知
事
の
補
佐
と
し
て
、
木
戸
孝
允
の
腹
心
で
あ
っ
た
槇ま
き
む
ら村
正ま
さ
な
お直
が
送
り
込
ま

れ
た
。
さ
ら
に
そ
の
補
佐
に
付
け
ら
れ
た
の
が
国
重
正
文
で
あ
っ
た
。
明
治
四
年

（
一
八
七
一
）
八
月
九
日
付
で
国
重
は
京
都
府
少
参
事
に
任
じ
ら
れ
、
京
都
府
興
隆

の
た
め
、
産
業
振
興
や
教
育
に
豪
腕
を
ふ
る
っ
た
槇
村
を
実
務
で
フ
ォ
ロ
ー
す
る
こ

と
と
な
っ
た
。
そ
の
後
、
国
重
は
京
都
府
権
参
事
、
参
事
、
大
書
記
官
と
な
る
が
、

当
時
の
政
府
に
宛
て
た
公
文
書
に
は
国
重
正
文
の
名
が
記
さ
れ
た
も
の
が
多
く
み
ら

れ
る
。
そ
の
主
な
治
績
や
足
跡
は
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。

１　

教
育
関
係

　

京
都
府
で
は
、
明
治
二
年
（
一
八
六
九
）
に
日
本
最
初
の
小
学
校
が
設
立
さ
れ
、

翌
三
年
に
は
中
学
校
が
設
立
さ
れ
て
い
た
。
ま
た
、
同
五
年
に
は
日
本
最
初
の
女
学

校
で
あ
る
新
英
学
校
及
女に
ょ
こ
う
ば

紅
場
が
開
校
さ
れ
る
な
ど
教
育
先
進
地
だ
っ
た
。国
重
は
、

明
治
政
府
の
政
策
の
根
幹
に
影
響
を
与
え
た
と
い
わ
れ
る
建
白
書
『
管
見
』
を
執
筆

し
た
京
都
府
顧
問
の
山
本
覚か
く
ま馬
（
会
津
出
身
）
や
京
都
の
殖
産
興
業
・
医
療
政
策
な

ど
の
指
導
者
で
あ
っ
た
明
石
博ひ
ろ
あ
き
ら
高
（
京
都
出
身
）、
教
育
家
で
同
志
社
を
設
立
し
た

新
島
襄じ
ょ
う（

上
州
安
中
藩
出
身
）・
八
重
（
山
本
覚
馬
の
妹
）
夫
妻
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま

な
出
自
の
人
物
と
の
出
会
い
が
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

２　

治
水
・
土
木

　

京
都
で
は
、
奈
良
時
代
以
降
の
寺
社
造
営
の
た
め
の
木
材
伐
採
が
、
京
都
近
郊
の

山
や
川
を
荒
廃
さ
せ
て
い
た
。
明
治
七
年
（
一
八
七
四
）、
内
務
省
の
御
雇
技
師
デ
・

レ
イ
ケ
が
招
聘
さ
れ
、
治
水
の
た
め
の
調
査
が
依
頼
さ
れ
た
が
、
当
時
、
京
都
府
権

参
事
で
あ
っ
た
国
重
も
こ
れ
に
関
与
し
た
。
そ
の
調
査
に
も
と
づ
き
、
同
十
一
年
以

降
、
京
都
府
は
砂
防
工
事
や
治
山
工
事
を
進
め
た
。

３　

防
疫
・
治
安
維
持

　

国
重
は
、
コ
レ
ラ
防
疫
委
員
を
務
め
た
。
ま
た
、
京
都
府
の
警
察
が
明
治
九
年

（
一
八
七
六
）
の
萩
の
乱
、
同
十
年
の
西
南
戦
争
に
参
戦
し
て
い
る
隙
に
不
穏
士
族

が
京
都
に
集
ま
っ
た
際
に
は
、
手
薄
に
な
っ
た
警
察
力
を
調
え
て
こ
れ
に
対
応
し
、

治
安
維
持
に
あ
た
っ
た
。

国
重
正
文
の
経
歴
―
京
都
府
時
代（
明
治
四
～
十
六
年
）
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明
治
十
六
年
（
一
八
八
三
）
五
月
九
日
付
で
国
重
正
文
は
富
山
県
令
と
し
て
赴
任

し
て
以
後
、
五
年
六
か
月
に
わ
た
っ
て
、
県
令
・
知
事
と
し
て
政
争
の
激
し
い
県
会

へ
の
対
応
に
努
め
な
が
ら
、
勧
業
、
治
水
、
教
育
、
防
疫
な
ど
様
々
な
分
野
の
発
展

に
尽
力
し
た
。
こ
こ
で
は
、
そ
の
代
表
的
施
策
に
つ
い
て
み
て
い
く
。

１　

治
水
・
土
木
事
業

　

富
山
県
赴
任
後
の
国
重
は
、
県
政
の
整
備
と
基
礎
固
め
に
尽
力
し
た
。
越
中
側
の

悲
願
で
あ
り
、
石
川
県
か
ら
の
分
県
運
動
の
根
拠
の
ひ
と
つ
と
さ
れ
た
治
水
・
土
木

事
業
は
と
く
に
熱
心
に
取
り
組
ん
だ
。

　

最
初
の
通
常
県
会
で
は
、
県
予
算
の
三
割
に
及
ぶ
一
一
万
円
余
の
土
木
費
が
計
上

さ
れ
た
。
し
か
し
従
来
県
費
補
助
に
よ
っ
て
整
備
さ
れ
て
い
た
黒
部
川
・
常
願
寺
川
・

庄
川
の
三
河
川
を
県
費
支
弁
（
全
工
事
額
県
費
支
払
）
と
す
る
変
更
案
は
、
県
会
に

波
乱
を
呼
ぶ
こ
と
と
な
り
、
審
議
未
了
と
な
っ
た
。
そ
の
た
め
、
変
更
案
の
と
お
り

執
行
で
き
る
よ
う
、
内
務
卿
に
働
き
か
け
た
。

　

ま
た
、
明
治
十
七
年
（
一
八
八
四
）
に
は
「
土
木
補
助
規
則
」
が
制
定
さ
れ
、
河

川
改
修
が
積
極
的
に
推

進
さ
れ
た
。
国
重
が
富

山
県
に
赴
任
し
た
頃
、

庄
川
の
上
流
の
山
地
に

砂
防
工
事
が
内
務
省
の

直
轄
事
業
と
し
て
起
工

さ
れ
た
（
翌
十
八
年
打

ち
切
り
）。
毎
年
河
川

改
修
費
を
支
出
し
て
き
た
庄
川
と
富
山
県
内
河
川
の
実
況
調
査
を
す
る
た
め
、
内
務

省
か
ら
オ
ラ
ン
ダ
人
技
師
ム
ル
デ
ル
が
派
遣
さ
れ
た
。
ム
ル
デ
ル
は
、
県
内
各
河
川

を
巡
回
し
、
各
河
川
の
状
況
を
克
明
に
調
査
・
記
録
し
た
。
そ
の
上
で
、
堤
防
の
修

築
や
用
水
の
合
口
化
、
上
流
山
林
の
乱
伐
と
山
腹
の
急
斜
面
の
耕
作
の
禁
止
な
ど
多

岐
に
わ
た
る
指
示
や
要
望
を
国
に
提
出
し
た
。
同
十
八
年
に
は
、
神
通
川
、
庄
川
等

で
洪
水
が
発
生
し
、
国
庫
か
ら
一
〇
万
円
の
補
助
金
を
受
け
る
こ
と
と
な
っ
た
。

　

多
く
の
水
害
に
見
舞
わ
れ
た
萩
城
下
町
の
出
身
で
あ
っ
た
国
重
は
、
長
州
藩
士
時

代
に
代
官
と
し
て
水
防
対
策
に
あ
た
っ
た
経
験
が
あ
っ
た
。
ま
た
、
国
重
は
京
都
府

時
代
の
経
験
と
、
当
時
の
内
務
卿
山
田
顕
義
と
の
人
脈
を
生
か
し
、
富
山
県
令
就
任

早
々
に
外
国
製
の
測
量
機
器
の
買
い
上
げ
を
命
じ
た
。
富
山
県
内
の
治
水
事
業
に
際

し
て
は
、
熟
練
技
術
者
が
京
都
府
か
ら
呼
び
寄
せ
ら
れ
た
。
長
年
、
水
害
に
苦
し
ん

で
き
た
富
山
県
で
の
治
水
対
策
に
、
萩
城
下
や
京
都
で
の
国
重
の
経
験
が
生
か
さ
れ

た
と
推
測
さ
れ
る
。

　

国
重
離
任
後
の
明
治
二
十
二
年
、
翌
二
十
三
年
に
も
、
神
通
川
を
は
じ
め
と
す
る

河
川
で
出
水
が
あ
り
、
市
制
施
行
直
後
の
富
山
市
内
は
大
浸
水
の
被
害
を
受
け
た
。

こ
れ
ら
の
洪
水
に
対
し
て
、
富
山
県
か
ら
治
水
対
策
の
た
め
の
国
庫
補
助
が
上
申
さ

れ
た
。
さ
ら
に
同
二
十
四
年
に
は
常
願
寺
川
・
庄
川
・
神
通
川
・
黒
部
川
な
ど
が
氾

濫
し
、
溺
死
者
・
流
失
田
畑
が
甚
大
な
も
の
と
な
り
、
皇
室
よ
り
下
賜
金
、
国
庫
・

地
方
税
か
ら
支
出
が
あ
り
、
復
旧
が
は
か
ら
れ
る
ほ
ど
で
あ
っ
た
。

２　

道
路
・
橋
梁

　

当
時
、
富
山
県
内
の
道
路
は
ほ
と
ん
ど
未
整
備
で
、
藩
政
時
代
そ
の
ま
ま
の
状
態

で
あ
っ
た
。
国
重
は
、
明
治
十
八
年
（
一
八
八
五
）
に
出
さ
れ
た
太
政
官
布
告
（
国

道
の
幅
を
七
間
と
定
め
る
）
に
従
っ
て
、
広
く
て
も
五
間
、
狭
い
と
こ
ろ
は
一
間
半

国
重
正
文
の
富
山
県
政（
明
治
十
六
～
二
十
一
年
）

「越中五大川蘭人工師見込書」
（富山県 立山カルデラ砂防博物館蔵）
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し
か
な
か
っ
た
国
道
を
拡
幅
し
た
。
こ
れ
に
加
え
、
県
道
に
つ
い
て
も
整
備
改
修
が

必
要
で
あ
る
と
の
判
断
が
な
さ
れ
、
道
路
改
修
に
関
す
る
諮
問
が
同
二
十
年
五
月
の

臨
時
県
会
に
提
出
さ
れ
た
。
そ
の
内
容
は
、
総
費
用
を
三
〇
万
円
と
見
積
も
り
、
三

分
の
一
は
国
庫
補
助
、他
は
七
年
間
継
続
し
て
県
費
を
充
て
る
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。

　

ま
た
同
十
七
年
以
降
、
飛
騨
街
道
の
整
備
が
開
始
さ
れ
た
。
新
川
県
時
代
の
明
治

十
五
年
以
前
に
も
一
応
、
富
山
西
町
か
ら
笹
津
ま
で
の
道
路
開
削
が
行
わ
れ
て
い
た

が
、
笹
津
か
ら
対
岸
の
神
通
川
に
は
橋
が
な
く
、
旧
来
の
ま
ま
急
流
を
渡
し
船
に
頼

る
な
ど
、
き
わ
め
て
不
十
分
な
も
の
に
留
ま
っ
て
い
た
。
工
事
は
全
道
路
の
拡
幅
・

付
け
替
え
・
笹
津
橋
の
架
橋
な
ど
を
内
容
と
し
、
総
予
算
六
万
七
二
〇
〇
円
、
う
ち
、

三
万
六
二
〇
〇
円
を
地
方
税
、
一
万
八
〇
〇
〇
円
を
国
庫
補
助
、
一
万
三
〇
〇
〇
円

（
笹
津
橋
架
橋
費
）
を
寄
付
で
賄
う
計
画
で
あ
っ
た
。
笹
津
橋
の
建
設
は
難
事
業
で
、

予
定
は
遅
れ
、
同
十
九
年
十
二
月
に
よ
う
や
く
竣
工
し
た
。
川
幅
九
〇
メ
ー
ト
ル
の

急
流
で
の
架
橋
は
容
易
で
は
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
笹
津
橋
は
一
年
も

経
ず
し
て
傾
き
始
め
た
。
橋
の
完
成
・
開
通
の
時
点
で
も
架
橋
費
に
充
て
る
民
間
寄

付
金
は
全
額
集
ま
っ
て
い
た
わ
け
で
は
な
く
、
そ
の
完
納
を
予
定
し
て
工
事
を
進
め

て
い
た
県
と
し
て
は
、壊
れ
た
橋
へ
の
さ
ら
な
る
寄
付
協
力
は
期
待
で
き
な
か
っ
た
。

結
局
、
こ
の
初
代
の
笹
津
橋
は
一
年
有
余
に
し
て
使
用
不
能
と
な
り
同
二
十
五
年
に

二
代
目
の
橋
が
作
ら
れ
る
こ
と
と
な
る
。

３　

教
育
の
充
実

　

分
県
直
後
よ
り
、
石
川
県
時
代
の
小
学
校
に
関
す
る
諸
規
則
の
整
備
が
進
め
ら
れ

た
。
主
な
も
の
は
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。
明
治
十
六
年
（
一
八
八
三
）
八
月
、「
町

村
立
小
学
校
諸
設
規
則
」、
同
年
十
二
月
に
は
「
小
学
校
生
徒
競
励
試
業
会
規
則
」

が
制
定
さ
れ
た
。
翌
十
七
年
一
月
、「
県
教
育
会
規
則
」
の
改
正
が
布
達
さ
れ
た
。

同
年
四
月
、「
県
小
学
校
教
則
」
お
よ
び
「
県
小
学
校
試
業
規
則
」
が
改
正
さ
れ
た
。

同
二
十
年
二
月
、「
富
山
県
小
学
校
施
設
規
程
」
が
定
め
ら
れ
た
。

　

小
学
校
の
教
員
を
養
成
し
、
確
保
す
る
た
め
に
、
明
治
六
年
に
は
新
川
県
小
学
校

講
習
所
が
開
設
さ
れ
て
い
た
が
、
新
生
富
山
県
の
成
立
後
、
そ
の
整
備
が
行
わ
れ
た
。

同
十
七
年
一
月
、
保
田
廣
太
郎
が
招
聘
さ
れ
、
四
月
に
富
山
師
範
学
校
と
富
山
女
子

師
範
学
校
を
合
併
し
た
富
山
県
師
範
学
校
が
発
足
し
た
。
同
年
五
月
に
は
、
師
範
学

校
校
費
生
の
定
員
を
増
加
す
る
こ
と
が
文
部
省
へ
上
申
さ
れ
た
。

　

一
方
、
中
学
校
に
つ
い
て
は
、
学
制
公
布
直
後
に
私
立
の
変
則
中
学
校
や
公
立
の

致
遠
中
学
校
が
開
設
さ
れ
て
い
た
が
、
い
ず
れ
も
短
命
に
終
わ
っ
て
い
た
。
分
県
当

時
の
富
山
県
に
は
中
等
教
育
の
施
設
が
な
く
、
有
力
な
私
塾
も
な
か
っ
た
た
め
、
向

学
心
の
あ
る
若
者
に
は
東
京
や
京
都
、
金
沢
へ
行
く
よ
り
ほ
か
に
選
択
肢
は
な
か
っ

た
。
国
重
が
明
治
十
七
年
、
啓け
い
て
き迪
高
等
小
学
校
の
卒
業
式
に
出
席
し
た
際
、
本
県
に

中
学
校
が
な
い
こ
と
を
嘆
き
、
そ
の
設
立
を
訴
え
た
卒
業
生
が
あ
り
、
国
重
は
こ
れ

に
応
え
て
、
中
学
校
新
設
に
む
け
て
努
力
す
る
と
述
べ
た
と
い
う
。（『
富
中
富
高
百

年
史
』）

　

同
十
七
年
の
県
会
に
は
、
中
学
校
創
設
予
算
が
提
案
さ
れ
た
が
、
分
県
し
た
ば
か

り
の
当
時
は
様
々
な
分
野
に
経
費
が
必
要
な
上
、
松
方
デ
フ
レ
の
不
況
の
最
中
で
も

あ
り
、
中
学
校
設
立
に
反
対
す
る
意
見
は
少
な
く
な
か
っ
た
。
議
論
の
末
、
中
学
校

創
設
案
は
可
決
さ
れ
、
県
予
算
約
三
〇
〇
〇
円
に
対
し
て
、
七
〇
〇
〇
円
を
超
え
る

額
が
民
間
か
ら
の
寄
付
金
で
賄
わ
れ
た
。
分
県
の
功
労
者
の
一
人
、
入
江
直
友
が
校

地
と
し
て
提
供
し
た
と
伝
え
ら
れ
る
総
曲
輪
二
の
丸
の
邸
跡
に
、
翌
十
八
年
一
月

二
十
五
日
、
富
山
県
中
学
校
（
現
在
の
富
山
高
校
の
前
身
）
が
開
校
し
た
。

− 9 −



４　

防
疫
・
衛
生

　

新
生
富
山
県
は
、
さ
っ
そ
く
防
疫
対
策
へ
の
対
応
を
迫
ら
れ
た
。
明
治
十
六
年

（
一
八
八
三
）
と
翌
年
に
コ
レ
ラ
が
流
行
し
た
際
や
、
同
十
八
年
秋
以
降
に
天
然
痘

が
流
行
し
た
際
、
国
重
は
感
染
予
防
に
つ
い
て
県
民
へ
の
告
諭
を
行
っ
た
。
同
十
九

年
に
も
コ
レ
ラ
が
県
内
で
大
流
行
し
た
が
、
五
月
に
京
阪
神
で
の
流
行
が
報
じ
ら
れ

る
と
、
た
だ
ち
に
伏
木
・
東
岩
瀬
・
魚
津
の
港
に
検
疫
官
が
置
か
れ
、
二
十
一
日
に

は
「
塵
芥
取
締
」
な
ど
衛
生
面
に
お
け
る
布
達
が
出
さ
れ
た
。
ま
た
、
同
二
十
年
六

月
、
県
は
町
村
衛
生
組
合
準
則
を
制
定
し
、
衛
生
普
及
に
つ
と
め
た
。

５　

防
火
対
策

　

明
治
時
代
に
は
県
下
各
地
で
頻
繁
に
大
火
が
発
生
し
た
。
防
火
対
策
と
し
て
、
富

山
県
で
は
、
明
治
十
七
年
（
一
八
八
四
）
に
「
消
防
組
取
締
規
則
」
が
制
定
さ
れ
て

消
防
組
の
組
織
・
器
械
・
器
具
の
整
備
、
消
火
活
動
方
法
が
定
め
ら
れ
、
防
災
組
織

強
化
が
図
ら
れ
た
。
そ
れ
に
も
関
わ
ら
ず
、
翌
十
八
年
五
月
に
約
六
〇
〇
〇
戸
を
焼

失
す
る
富
山
町
大
火
が
発
生
し
た
。
こ
の
時
、
国
重
知
事
が
自
ら
消
火
活
動
の
陣
頭

指
揮
を
と
っ
た
。
同
二
十
年
四
月
に
も
富
山
町
大
火
に
よ
り
八
〇
〇
戸
以
上
を
焼
失

し
た
。
同
年
四
月
、
県
は
火
災
予
防
の
た
め
「
家
屋
制
限
規
則
」
を
制
定
し
て
狭
隘

な
木
造
建
築
に
制
限
を
加
え
た
。
同
年
六
月
に
は
、
富
山
各
町
連
合
会
支
出
に
よ
る

防
火
線
路
（
水
路
）
が
竣
工
し
た
。
明
治
十
七
年
か
ら
二
十
年
ま
で
の
間
に
、
県
下

で
の
火
災
件
数
は
四
九
二
回
に
及
び
、
被
害
・
惨
状
が
甚
大
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、

同
二
十
一
年
二
月
に
は
県
知
事
告
諭
の
中
で
、「
消
防
取
締
規
則
」
に
基
づ
き
、
速

や
か
に
消
防
設
備
の
充
実
を
図
る
こ
と
を
県
民
に
求
め
た
。

四　

国
重
正
文
を
め
ぐ
る
人
々

　

初
代
富
山
県
令
と
し
て
の
国
重
の
業
績
の
背
景
に
は
、
同
郷
の
長
州
出
身
者
、
京

都
時
代
の
関
係
者
な
ど
、多
く
の
人
び
と
と
の
関
係
や
そ
の
影
響
が
う
か
が
わ
れ
る
。

こ
こ
で
は
、
そ
れ
ら
関
係
者
の
う
ち
、
代
表
的
な
人
物
に
つ
い
て
概
観
す
る
。

　
　
　
　
　
　
　
（
一
八
三
三
～
一
八
七
七
）

　

木
戸
孝
允
は
、
桂
小
五
郎
と
名
乗
っ
て
い
た
幕
末
期
に
は
、
長
州
藩
内
の
尊
王
攘

夷
派
の
中
心
人
物
で
あ
っ
た
。
禁
門
の
変
後
、
逼
塞
し
て
い
た
時
期
も
あ
っ
た
が
、

　

富
山
県
の
分
県
に
は
、
砺
波
出
身
の
石
埼
謙
、
高
岡
伏
木
の
豪
商
藤
井
能
三
、

旧
富
山
藩
士
の
入
江
直
友
を
は
じ
め
越
中
の
有
志
が
尽
力
し
た
が
、
な
か
で
も

「
分
県
之
建
白
」
を
起
草
し
、
入
江
直
友
と
と
も
に
上
京
、
太
政
大
臣
三
条
実

美
や
右
大
臣
岩
倉
具
視
、
参
事
院
議
長
山
県
有
朋
、
内
務
卿
山
田
顕
義
ら
の
政

府
要
人
に
粘
り
強
く
陳
情
を
重
ね
、「
富
山
分
県
の
父
」
と
言
わ
れ
る
の
が
米

澤
紋
三
郎
で
あ
る
。

　

米
澤
は
、
富
山
県
が
設
置
さ
れ
た
明
治
十
六
年
（
一
八
八
三
）
七
月
、
初
の

県
会
議
員
選
挙
に
当
選
し
、
明
治
十
八
年
か
ら
十
九
年
の
間
に
県
会
議
長
を
二

度
務
め
た
。
国
重
県
政
と
は
深
く
関
わ
り
、
国
重
正
文
の
「
精
励
牧
民
の
功
」

を
称
え
、「
令
名
、
剣
峰
・
神
水
（
剣
岳
・
神
通
川
）
と
と
も
に
千
古
長
（
ち

ふ
る
と
こ
し
な
）
へ
に
中
越
に
存
す
」
と
絶
賛
し
た
。
国
重
は
半
山
と
号
し
た

漢
詩
人
で
、
神
通
川
支
流
の
山
田
川
を
視
察
し
た
時
も
舟
中
で
試
作
し
た
。
行

政
官
が
詩
歌
を
好
む
こ
と
は
、
施
政
を
潤
い
の
あ
る
も
の
に
し
た
と
い
え
よ
う
。

木
戸
孝
允

コ
ラ
ム

「
富
山
分
県
の
父
」米
澤
紋
三
郎
の
国
重
正
文
へ
の
評
価
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高
杉
晋
作
ら
藩
政
改
革
勢
力
が

藩
を
掌
握
す
る
と
、
藩
政
に
復

帰
し
た
。
い
わ
ゆ
る
薩
長
同
盟

の
締
結
の
際
に
長
州
藩
を
代
表

し
た
こ
と
で
も
よ
く
知
ら
れ
て

い
る
。
明
治
維
新
後
の
事
跡
に

つ
い
て
は
、
こ
こ
で
は
改
め
て

逐
一
触
れ
な
い
が
、版
籍
奉
還
、

廃
藩
置
県
と
い
っ
た
地
方
行
政
に
関
す
る
重
要
政
策
の
実
施
に
あ
た
っ
て
中
心
的
な

役
割
を
果
た
す
な
ど
、
維
新
の
三
傑
の
一
人
に
数
え
ら
れ
る
。

　

国
重
と
の
関
係
に
つ
い
て
み
る
と
、『
木
戸
孝
允
文
書
』『
木
戸
孝
允
日
記
』
の
中

に
、
国
重
の
名
が
し
ば
し
ば
登
場
し
て
お
り
、
若
年
期
以
来
、
き
わ
め
て
親
し
い
間

柄
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
京
都
土
手
町
の
自
邸
な
ど
で
の
交
流
を
通
じ

て
、
同
郷
人
で
国
重
の
事
跡
に
影
響
を
与
え
た
山
田
顕
義
、
槇
村
正
直
ら
と
国
重
を

結
び
つ
け
る
役
割
を
果
た
し
て
い
た
。

　
　
　
　
　
　
　
（
一
八
四
四
～
一
八
九
二
）

　

山
田
顕
義
は
、
国
重
が
富
山
県
令
に
任
命
さ
れ
た
当
時
の
内
務
卿
で
あ
っ
た
。
長

州
藩
出
身
で
、
吉
田
松
陰
の
松
下
村
塾
で
学
ん
だ
。
山
田
は
、
戊
辰
戦
争
時
の
箱
館
・

五
稜
郭
攻
め
の
総
指
揮
官
で
あ
り
、
西
南
戦
争
で
も
功
績
を
上
げ
た
、
新
政
府
の
陸

軍
草
創
期
の
中
心
人
物
の
ひ
と
り
で
あ
っ
た
。
明
治
四
年
（
一
八
七
一
）
に
は
、
兵

部
省
理
事
官
の
立
場
で
岩
倉
使
節
団
に
随
行
し
、ヨ
ー
ロ
ッ
パ
諸
国
の
軍
制
を
視
察
、

調
査
し
た
。
同
七
年
に
は
、
陸
軍
に
在
籍
し
た
ま
ま
司
法
大
輔
と
な
っ
た
。
意
見
が

相
違
す
る
こ
と
の
多
か
っ
た
山
県
有
朋
が
陸
軍
の
中
心
を
占
め
る
よ
う
に
な
る
と
、

山
田
は
司
法
の
分
野
に
傾
注
す
る
よ
う
に
な
り
、
民

法
・
商
法
等
の
整
備
に
邁
進
し
た
。
後
に
山
田
は
、

法
学
部
を
核
と
し
て
設
立
さ
れ
た
日
本
大
学
の
学
祖

と
な
っ
た
。

　

山
田
が
内
務
卿
で
あ
っ
た
明
治
十
年
代
半
ば
は
、

福
島
事
件
、
加
波
山
事
件
な
ど
自
由
民
権
運
動
が
過

激
化
し
、
内
務
省
が
公
安
維
持
の
た
め
に
、
そ
う
し

た
運
動
を
厳
し
く
取
り
締
ま
っ
た
時
期
で
あ
っ
た
。

内
務
卿
時
代
に
は
、
有
栖
川
宮
幟た
る
ひ
と仁

親
王
の
令
旨
を

受
け
て
、神
職
養
成
と
国
体
の
意
義
の
究
明
や
古
典
・

礼
制
の
研
究
を
目
的
と
し
た
皇
典
講
究
所
の
設
立
に

も
関
わ
っ
た
。
こ
の
教
育
機
関
は
國
學
院
大
學
の
前

身
と
な
っ
た
。
国
重
は
退
官
後
の
明
治
二
十
七
年
、

国
學
院
長
に
就
任
し
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
（
一
八
四
四
～
一
九
一
四
）

　

青
木
周
蔵
は
長
州
藩
出
身
。
明
治
時
代
の
外
交
官

で
明
治
政
府
の
重
要
課
題
の
一
つ
で
あ
っ
た
不
平
等

条
約
（
安
政
の
五
カ
国
条
約
）
の
改
正
に
尽
力
し
た

人
物
で
あ
る
。
外
務
大
臣
と
し
て
イ
ギ
リ
ス
と
の

条
約
改
正
交
渉
中
、
大
津
事
件
で
引
責
辞
任
し
た

が
、
そ
の
後
イ
ギ
リ
ス
と
再
び
交
渉
を
行
い
、
明
治

二
十
七
年
（
一
八
九
四
）、
駐
英
公
使
と
し
て
日
英

通
商
航
海
条
約
に
調
印
、
領
事
裁
判
権
の
撤
廃
に
貢

木戸孝允
（国立国会図書館「近代日本人の肖像」より）

青木周蔵から国重知事への書簡（富山県公文書館蔵）

山
田
顕
義

青
木
周
蔵
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献
し
た
。
留
学
や
駐
独
公
使
な
ど
で
の
ド
イ
ツ
滞
在
は
二
十
五
年
間
に
及
び
、
日
本

に
お
け
る
ド
イ
ツ
通
の
第
一
人
者
と
し
て
、
同
郷
の
伊
藤
博
文
と
同
様
、
ド
イ
ツ
の

政
治
制
度
や
文
化
の
導
入
を
図
っ
た
人
物
で
あ
る
。

　

栃
木
県
の
那
須
野
は
、
明
治
十
三
年
以
降
政
府
の
許
可
を
得
て
、
西
郷
従つ
ぐ
み
ち道

・
松

方
正
義
・
鍋
島
直
正
・
毛
利
元も
と
と
し敏
な
ど
政
府
高
官
や
旧
大
名
華
族
が
開
拓
開
墾
し
た

官
有
地
で
あ
っ
た
。
同
二
十
一
年
八
月
二
十
八
日
に
、
当
時
外
務
次
官
で
あ
っ
た
青

木
周
蔵
は
、
同
郷
の
国
重
正
文
に
宛
て
た
書
簡
の
中
で
、
富
山
県
人
の
実
直
さ
と
勤

勉
さ
を
述
べ
、
所
有
す
る
青
木
農
場
へ
の
富
山
県
か
ら
の
移
住
希
望
者
斡
旋
を
依
頼

し
て
い
る
。

お
わ
り
に

　

明
治
十
六
年
（
一
八
八
三
）
に
石
川
県
か
ら
の
分
県
が
成
っ
た
富
山
県
の
初
代
県

令
（
後
、
県
知
事
）
に
は
、
京
都
府
政
に
十
二
年
間
従
事
し
、
最
後
に
は
京
都
府
大

書
記
官
を
務
め
た
国
重
正
文
が
任
命
さ
れ
た
。
富
山
県
同
様
、
難
治
県
と
政
府
に
認

識
さ
れ
て
い
た
埼
玉
県
令
に
は
白し
ら
ね根

多た
す
け助

、
群
馬
県
令
に
は
楫
取
素
彦
が
任
命
さ
れ

た
前
例
が
あ
っ
た
が
、
彼
ら
も
国
重
同
様
、
長
州
出
身
で
あ
っ
た
。
薩
長
藩
閥
政
権

の
時
代
に
そ
の
出
自
が
有
利
に
働
い
た
側
面
は
あ
っ
た
だ
ろ
う
が
、い
ず
れ
も
政
治
・

行
政
手
腕
に
た
け
て
い
る
と
み
な
さ
れ
て
い
た
人
物
で
あ
っ
た
。

　

国
重
は
、
河
川
改
修
、
道
路
改
修
な
ど
の
治
水
・
土
木
を
は
じ
め
、
防
疫
や
防
火

対
策
と
い
っ
た
、
県
の
基
盤
を
形
成
す
る
課
題
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、
教
育
改
革

に
尽
力
し
た
。
国
重
は
半
山
と
号
し
、
詩
文
に
も
長
じ
た
文
人
で
、
書
も
よ
く
た
し

な
み
、
国
重
の
揮
毫
し
た
学
校
名
の
掲
額
や
屏
風
、
掛
軸
な
ど
が
今
に
残
さ
れ
て
い

る
。

　

長
州
藩
の
藩
校
で
あ
っ
た
萩
の
明
倫
館
で
学
び
、
幕
末
の
激
動
の
渦
中
に
あ
っ
た

長
州
藩
内
で
一
定
の
役
割
を
果
た
す
中
で
、
明
治
新
政
府
で
要
職
を
務
め
る
こ
と
に

な
る
数
多
く
の
人
び
と
と
の
知
遇
を
得
た
国
重
は
、
明
治
維
新
以
後
、
十
年
余
り
に

わ
た
っ
て
京
都
府
政
に
参
画
し
、
木
戸
孝
允
・
槇
村
正
直
・
田
中
貞
𠮷
ら
同
郷
出
身

者
だ
け
で
な
く
、
山
本
覚
馬
、
明
石
博
高
ら
と
い
っ
た
多
彩
な
人
び
と
と
も
交
流
し

た
。
行
政
の
実
務
に
関
す
る
知
見
、
能
力
、
人
脈
な
ど
の
多
く
は
そ
の
過
程
で
形
成

さ
れ
た
。
国
重
が
富
山
県
令
に
任
命
さ
れ
た
当
時
の
内
務
卿
の
山
田
顕
義
も
や
は
り

長
州
出
身
者
で
あ
っ
た
が
、
欧
米
各
国
を
視
察
し
、
法
整
備
や
教
育
と
産
業
の
重
要

性
を
熟
知
し
て
い
た
だ
け
で
な
く
、
交
流
を
通
じ
て
国
重
の
人
と
な
り
や
実
務
能
力

に
つ
い
て
も
よ
く
知
っ
て
い
た
と
推
測
さ
れ
る
。
国
重
は
山
田
の
望
む
と
こ
ろ
を
斟

酌
す
る
と
と
も
に
、
石
川
県
か
ら
の
分
県
を
渇
望
し
、
実
現
し
た
越
中
人
の
思
い
に

可
能
な
限
り
寄
り
添
っ
た
県
政
を
推
進
し
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。

　

長
州
藩
士
時
代
、そ
の
後
の
京
都
府
幹
部
時
代
の
国
重
の
経
歴
を
辿
っ
て
み
る
と
、

分
県
直
後
の
新
生
富
山
県
が
解
決
す
べ
き
課
題
の
多
く
に
、
す
で
に
実
務
の
現
場
で

取
り
組
む
と
い
う
経
験
を
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
国
重
は
ま
さ
に
「
富
山
県
が

生
ま
れ
た
こ
ろ
」、
創
始
の
時
期
の
富
山
県
令
と
し
て
、
自
ら
が
積
み
重
ね
て
き
た

能
力
を
十
分
に
発
揮
し
た
と
い
え
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
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主要参考文献
書　　　　　　　名 編　著　者 出版年 発行・出版

１ 『富山県史』通史編Ⅴ近代上 富山県 1981 富山県

２ 『富山県史』近代統計図表 富山県 1983 富山県

３ 『富山県史』年表 富山県 1987 富山県

４ 『富山県政史』第四巻 富山県 1941 富山県

５ 『富山県教育史』上巻 富山県教育史編さん委員会 1971 富山県教育委員会

６ 『富山県のあゆみ』 富山県 1973 富山県

７ 『置県百年　富山県』 富山県 1983 富山県

８ 『富山県写真帖』 富山県 1909 富山県

９ 『ふるさととやまの人物ものがたり』 富山県教育委員会 2011 富山県教育委員会

10 『高校生のためのふるさと富山』 郷土史・日本史教材
作成委員会 2013 富山県教育委員会

11 『山口県史』史料編　幕末維新５ 山口県 2012 山口県

12 『宮崎県史』通史編近・現代１ 宮崎県 2000 宮崎県

13 『富中富高百年史』 富中富高百年史編集委員会 1985 富山高等学校創校百
周年記念事業後援会

14 『ふるさと富山歴史館』 深井甚三・米原寛
監修 2001 富山新聞社

15 『越中の群像　富山県百年の軌跡』 富山新聞社 1984 桂書房

16 『森田日記と明治維新　－北越戦争と越中の草莽－』 高井　進 1994 富山県郷土史会

17 『とやま近代化ものがたり』 高井進監修　富山近代
史研究会編著 1996 北日本新聞社

18 「明治十五年の石川県々治改革についての山田内務卿
の上申書」（『富山史壇』第131号） 浦田正吉 2000 越中史壇会

19 「山田顕義と藤井能三－富山県分県の「功労者」－」
（『富山史壇』第152号） 浦田正吉 2007 越中史壇会

20 「初代県令国重正文について－防災・防疫の視座から－」
（『富山史壇』第169・170合併号） 貴堂　巌 2013 越中史壇会

21 富山県公文書館　平成25年度歴史講座資料
「国重年譜」 貴堂　巌 2013

22 平成６年度特別企画展「越中の自由民権運動」 富山県公文書館 1994 富山県公文書館

23 平成16年度特別企画展
「幕末の越中　激動の時代を生きる」 富山県公文書館 2004 富山県公文書館

24 平成22年度特別企画展
「富山の治水の歴史－近世から近代へ－」 富山県公文書館 2010 富山県公文書館

25 平成25年度特別企画展
「ふるさと富山　百三十年のあゆみ」 富山県公文書館 2013 富山県公文書館
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「富山県が生まれたころ」関連年表
和　歴 西暦 月 日 内　　　　　　　　　　容
明治１ 1868 閏４ － 加賀・富山両藩、越後に出兵（北越戦争）

明治２ 1869
２ ８ 加賀藩主前田慶寧、版籍奉還を願い出る
３ ９ 富山藩主前田利同、版籍奉還の上表を提出

明治４ 1871
７ 14 廃藩置県により、富山県・金沢県が設置される
11 20 富山県が廃止され、新川県・七尾県が設置される

明治５ 1872
３ 15 新川県庁、魚津町に開庁
９ 27 七尾県廃止にともない射水郡が新川県に編入され、旧越中国一円が新川県となる

明治６ 1873 ９ ６ 新川県庁、魚津町から富山旧城内に移転
明治９ 1876 ４ 18 新川県が廃止され、石川県に編入される
明治10 1877 11 ４ 海内果ら、啓蒙雑誌「相益社談」を発行
明治12 1879 ４ １ 第１回石川県会議員選挙実施（定数69人中、越中議員22人当選）
明治14 1881 12 23 石埼謙の分県建白書が東京府知事から元老院議長に進達、翌日受理される

明治15 1882
１ 10 稲垣示ら、高岡町で北立自由党を結成
５ ９ 島田孝之ら、高岡町で越中改進党を結成
11 － 米澤紋三郎・入江直友、内務卿に分県建白書を提出

明治16 1883

５ ９ 富山県設置、国重正文が初代県令に就任、富山県行政組織が定められる
７ １ 富山県庁が富山公園地（旧本丸御殿）に開庁

７ ２ 富山県令、県会議員の定数を布達（上新川郡５､ 下新川郡４､ 婦負郡３､ 射水郡
５､ 砺波郡５､ 計22名）

７ － 第１回富山県会議員選挙実施、22名当選（自由党系９､ 改進党系９､ 不明４）

８ 17 富山県臨時県会、県師範学校講堂で開会。議長（武部尚志）・副議長・常置委員（７名）
を選出

10 １ 第１回富山県通常県会

明治17 1884

１ 15 県教育会規則の改正を布達
１ － 藤井能三ら伏木地区有志が県に伏木港築港について請願する
３ 31 通常県会、富山県中学校設置を可決
４ 10 県小学教則を改正
４ 10 富山師範学校と富山女子師範学校が合併して富山県師範学校となる
６ 24 県、勧業委員及び勧業各会設置準則を制定
８ 26 県、消防組取締規則を改正

明治18 1885

１ ６ 高岡米商会所が開業
１ 14 富山公園地を富山県庁地と改称
１ 25 富山県中学校が富山総曲輪に開校
５ ６ 県、治水区を定めて土木出張所を設置することを布達
５ 31 富山町で大火（民家5925戸､ 学校･官庁等477棟焼失､ 死者９人）
11 11 富山県米繭糸共進会が開催される

明治19 1886

５ 25 県内でコレラ患者が発生、その後大流行（年末までに患者16,271人、死者10,764人）
７ 19 地方官官制改革により県令が県知事となる
７ － 越中汽船会社が設立
12 18 県小学校規則を制定

明治20 1887
５ 23 県、県尋常師範学校構内に幼児保育場を設置することを告示
６ 11 富山町の防火用水路の竣工式を挙行
11 22 県会議事堂が富山総曲輪に新築され、竣工式挙行

明治21 1888
６ ５ 県、町村衛生組合準則を制定
８ 28 青木周蔵が知事宛に青木農場移住契約草案を添えて農場員募集の書簡を送る
10 29 国重正文、富山県知事退任

『富山県史』通史編V近代上、『富山県史』年表、『富山県教育史』、『ふるさと富山歴史館』、貴堂巌氏作成年表などを参考に作成
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展示史資料一覧
史　　資　　料　　名 所　　　蔵 実物

富
山
県
が
で
き
る
ま
で

藩治職制 富山県立図書館（内山文書） ○
廃藩置県につき富山県庁布告 富山県立図書館（富山藩文書） 〇
魚津町に新川県庁設置についての上申 国立公文書館（太政類典） 複製
射水郡の新川県へ移轄についての議案 国立公文書館（太政類典） 複製
旧新川県引渡演述書写 富山県公文書館（海内家文書） ○
新川県を廃し石川県に併合につき請書 国立公文書館（公文録） 複製
明治六年新川縣一覧表 富山県公文書館（海内家文書） ○
明治十二年編製　石川縣治概覧　全 富山県公文書館（海内家文書） ○

「相益社談」第一号 富山県公文書館（海内家文書） ○
石埼謙の分県建白書提出につき進達書 国立公文書館（公文録） 複製
分県之建白 入善町教育委員会（米澤文書） 複製
石川県県治改革ノ件 国立公文書館（公文別録） 複製

富
山
県
の
誕
生

富山県設置の裁可書 国立公文書館（公文録） 複製
富山、佐賀、宮崎、三県県印彫刻ノ件 国立公文書館（公文録） 複製
富山県設置の太政官達 富山県公文書館 ○
国重正文、富山県令任命宣下の通達 国立公文書館（富山県史料） 複製
富山県新置分割に付事務受渡手続達 富山県公文書館 複製
石川県婦負郡書記任命書 富山県公文書館（浅野家文書） ○
富山県婦負郡書記任命書 富山県公文書館（浅野家文書） ○
越中富山市街図 富山県立図書館 ○

国
重
時
代
の
県
政

「萩川々洪水防仕法」 山口県文書館（毛利家文庫） 複製
「国重徳次郎日記」 山口県文書館（毛利家文庫） 複製
『京都府誌　下』 富山県立図書館 ○
庄川治水費之儀ニ付歎願（『富山県政史』第六巻乙） 富山県公文書館 ○
越中五大川蘭人工師見込書 富山県 立山砂防カルデラ博物館 ○
道路修築に際し地所寄付についての上申 国立公文書館（富山県史料） 複製
富山県中学校 初代校長 田中貞吉の書 富山県立富山高等学校 ○
中学校設置についての伺及び許可 国立公文書館（富山県史料） 複製
富山県中学校新築費に金一円三十銭寄付につき褒状 富山県公文書館（浅野家文書） ○
算術科教授案 富山県公文書館（本多家文書） ○
群英小学校見取図 富山県公文書館（広野家文書） ○
米商会所設立願についての上申及び聞届 国立公文書館（富山県史料） 複製
中越商工便覧 富山県公文書館寄託（笹川家文書） ○
富山名所「広貫堂」 富山県公文書館（河尻家文書） ○
官有地所並に立木払下げ伺書及び承認 富山県公文書館 ○
虎列刺病流行の際の尽力につき慰労金参円給与書 富山県公文書館（浅野家文書） ○

国
重
正
文
を

め
ぐ
る
人
々

『木戸孝允日記』 富山県立図書館 ○
越中人登用についての意見書 富山県公文書館 ○
官員履歴 国立公文書館（富山県史料） 複製
那須野開墾場へ移住民の件 富山県公文書館 ○
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お問い合わせ先 富山県公文書館 〒930-0115 富山市茶屋町33-2 TEL 076（434）4050 FAX 076（434）4093
https://www.pref.toyama.jp/1147/kensei/kouhou/1147/index.html

■ 交通機関

JR富山駅発バス ●新港東口行〈県立図書館前〉下車徒歩
                      ●高岡小杉方面行〈呉羽山公園〉下車徒歩

……………3分
…………6分

北陸新幹線

あいの風とやま鉄道

富
山
県
が
生
ま
れ
た
こ
ろ

初
代
県
令 

国
重
正
文
の
時
代 

一
八
八
三
〜
一
八
八
八

令
和
四
年
度

　富
山
県
公
文
書
館
企
画
展

　

（中央）初代県令国重正文（富山県公文書館蔵）
（左下）「富山県設置の太政官達」（富山県公文書館蔵）


